
� はじめに
感染症発生動向調査事業は，「感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律」において，感染症に対する

事前対応型対策の一つとして感染症の蔓延を未然に防止する

ことを目的に実施されている。

当所は「徳島県感染症発生動向調査事業実施要綱」に基づ

く徳島県感染症情報センターとして，医療機関等の協力によ

り徳島県における感染症発生情報を収集し，解析を行ってい

る。そして，解析した情報をもとに週報や月報を作成し医療

機関や市町村等へ広く還元することにより，感染症の拡大防

止や公衆衛生の向上に努めている。今回，平成２１年１月から

１２月までの感染症患者発生状況についてまとめたので報告す

る。

� 方法
感染症発生動向調査における患者届出対象疾患は，「感染

症の予防及び感染症患者に対する医療に関する法律」により

指定されている全数把握対象疾患７６疾患，指定届出機関から

届出を受ける五類定点把握対象疾患２５疾患，厚生省令で定め

る疑似症を対象とした。

感染症発生情報は，定点把握対象疾患のうち内科，小児科，

眼科及び基幹定点週報分は月曜日から日曜日までを１週間単

位で，性感染症定点及び基幹定点月報分は月単位で集計を

行った。

� 結果
１ 全数把握対象疾患の届出状況（表１）

� 一類感染症

一類感染症の届出はなかった。

� 二類感染症

二類感染症は，結核が１９８件届出られ，月別の届出数は

９件～２６件で推移した。

年齢別では６０歳以上が全体の約６割を占め，年齢が高く

なるのに伴い届出数が多くなる傾向が見られた。また，２０

歳代，３０歳代の若年層が占める割合が１９．７％と昨年

（９．７％）の約２倍に増加した。それら若年層を職業別に

みると医療・介護関係従事者や海外からの研修生などが多

く，院内感染が推定される例も見られた。

症状別では，患者（死亡（疑い）例も含む）１６４件（内

訳：肺結核１０８件，その他の結核４９件，肺結核およびその

他の結核７件），疑似症患者３件，無症状病原体保有者３１

件であった。
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表１ 全数把握対象疾患の届出数

類型 疾 病 名 平成２１年 前年

二類 結核 １９８ ２１７

三類 腸管出血性大腸菌感染症 １８ １３

四類

A型肝炎 １ ０

つつが虫病 ３ ０

日本紅斑熱 ３ ２

マラリア １ ０

五類

アメーバ赤痢 ５ ２

クロイツフェルト・ヤコブ病 １ ０

後天性免疫不全症候群 ４ ２

梅毒 ２ １

破傷風 １ １

麻しん ２ ３

新型インフルエンザ＊１） ３１０

＊１）届出対象：全ての患者及び疑い患者（H２１．７．２３まで）
集団発生に関連する患者のみ（H２１．８．２５まで）
定点把握対象感染症へ変更（H２１．８．２６より）
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� 三類感染症

三類感染症は，腸管出血性大腸菌感染症１８件の届出が

あった。過去５年間の届出数は，集団発生のあった平成１８

年を除くと年間１３～１９件で推移している。月別の届出数

は，例年，６～９月の気温の高い時期に多かったが，今年

は気温の下がりかけた９月～１１月に１４件（７７．８％）と集中

した。

年齢別では５歳未満（４件），１０歳代（５件）が多く，

重症の合併症である溶血性尿毒症症候群（HUS）も１０歳

代より１件報告された。

各事例における感染経路や感染源は，本疾患の潜伏期間

が２～１４日と比較的長いこともあり特定には至らなかった

が，発症前に生レバーの喫食や焼肉店を利用していた事例

が４件見られた。

� 四類感染症

① A型肝炎

A型肝炎は２月に１件の届出があった。過去５年間

の届出数は年間０～２件で推移し，すべて７０歳以上の高

齢者であった。

② つつが虫病

つつが虫病は３件の届出があった。過去５年間の届出

数は年に０～１件で推移し，報告月は発生が多いとされ

る秋～春先に集中している。

年齢層はすべて農作業，森林作業など野外作業の機会

が多い５０歳以上の中高年者であった。推定感染地は県内

であり，予防のための啓発の徹底が重要である。

③ 日本紅斑熱

日本紅斑熱は３件の届出があった。届出数は過去５年

間，年間１～５件で推移しており，報告月は発生が多い

とされる春先から秋に多い。つつが虫病と同様に，推定

感染地は県内，感染者はすべて農作業など野外作業機会

の多い７０歳以上の高齢者であり，啓発の徹底が重要であ

る。

④ マラリア

マラリアは７月に１件の届出があった。病原体別は不

明で，推定感染地はインドネシアであった。

� 五類感染症

① アメーバ赤痢

アメーバ赤痢は５件の届出があった。

性別では，男性４件，女性１件，年齢別では３０代２

件，４０代２件，５０代１件であった。いずれも推定感染地

は国内であり，推定感染経路は，性的接触１件，経口感

染１件，不明３件であった。

② クロイツフェルト・ヤコブ病

クロイツフェルト・ヤコブ病は１件の届出があった。

７０代男性であり，病型は孤発性プリオン病であった。過

去５年間の届出は，０～３件で推移している。

③ 後天性免疫不全症候群

後天性免疫不全症候群は４件の届出があった。過去５

年間では，年間０～３件の届出数であった。

年齢は２０代，３０代が各１件，４０代が２件であり，病型

はいずれも「無症候性キャリア」であった。推定感染経

路は，性的接触２件，不明２件であった。

全国的には，HIV／AIDSともに報告数が増加傾向に

ある。今後もハイリスク層や検査を受けていない２０～４０

代を中心とした幅広い年齢層に対し，より積極的な普及

啓発を推進し，HIV感染の早期発見による早期治療と

感染拡大の抑制に努める必要がある。

④ 梅毒

梅毒は２件の届出があった。３０代および５０代の男性

で，病型は「晩期顕症梅毒」１件，「無症候」１件であっ

た。推定感染経路は異性間性的接触であり，推定感染地

域は国内１件，中華人民共和国１件であった。

⑤ 破傷風

破傷風は１件の届出があった。過去５年間の届出数は

０～３件で推移しているが，年齢層はすべて６０歳以上であ

る。中高齢者を中心に破傷風に関する啓発が必要である。

⑥ 麻しん

麻しんは４月，１２月に２件の届出があったが，いずれ

も感染の拡大は見られなかった。

年齢層は１０代であり，ワクチン接種歴および病型は，１

回のみ接種（麻しん：臨床診断例）と２回接種済み（修

飾麻しん：検査診断例）であった。平成２４年までに麻し

ん排除することを目標に，啓発の強化を進めている。

� 新型インフルエンザ等感染症

① 新型インフルエンザ（AH１pdm）

新型インフルエンザ（AH１pdm）は，７月２３日（届

出対象：全ての患者及び疑い患者）までに４１件，８月２５

日（届出対象：集団発生に関連する患者のみ）までに２６９

件と，定点把握対象感染症へ変更（８月２６日）されるま

でに計３１０件の届出があった。

年齢は１０歳未満が５７件，１０代１５７件，２０代６２件，３０代

１７件，４０代８件，５０代８件，６０代１件であり，２０代以下

の若年層が約９割を占めた。

２ 定点把握対象疾患の届出状況（表２）

� インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフル

エンザ等感染症を除く）

新型インフルエンザ（AH１pdm）が流行したため，年

間報告数は２１，９８３件と前年（５，４８７件）の約４倍に増加し，

流行状況も例年とは異なる傾向が見られた。本年の前期流
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表２ 内科，小児科，眼科定点報告対象疾患の週別報告数
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１ １２／２９～ １６０ ３５ １８ ２２ ２０２ ５２ ３ １２ ２

２ １／５～ ４０２ １６ １１ ３７ １９１ ３５ １１ ２

３ １／１２～ ５９５ ２０ ２ ２２ ２３４ ２６ ２ １ ９ １ ４ １

４ １／１９～ １，０２０ １９ ７ ３０ ２１７ ３２ ４ １２ １ １

５ １／２６～ １，０９８ ２２ ６ ２５ １７６ ２２ １ １ １１ ２ １

６ ２／２～ ８８１ ７ ５ １６ １４８ ２１ １ ９ ２

７ ２／９～ ８２５ ９ １０ ３１ １５７ ５８ １ ５ ８ １ ２

８ ２／１６～ ５１４ ６ ８ ２６ １０５ ２５ ２ １ １３ ３

９ ２／２３～ ８０５ ４ １７ ２１ １６０ ４３ １０ ４ ２

１０ ３／２～ ９５５ ３ ８ ３０ １７１ ４５ １２ １ ３ １

１１ ３／９～ ７７２ １３ ８ ２４ １６１ ４５ １０ ３ ２

１２ ３／１６～ ５８２ ３ ７ ２９ １２４ ４４ １ １７ １ ３

１３ ３／２３～ ２５５ ５ １０ １６ １７８ ３７ １４ １ １ ２

１４ ３／３０～ １３２ １０ ２ １５ ２１８ ３８ １１ １ １ ３

１５ ４／６～ ６１ ８ １１ ２６ １９８ ３２ ２ ８ １ ２

１６ ４／１３～ ８０ ５ ７ ２５ ２５９ ２５ ４ ６ １

１７ ４／２０～ ８３ ４ ６ ２２ ２４３ ２０ １ １２ ３ １

１８ ４／２７～ ５５ １ １２ ２５ １９７ ３２ ４ １４ １ １

１９ ５／４～ ３６ １ ３ ２５ ２０６ ２５ ９ １５ １ ２

２０ ５／１１～ ３０ ２ ２ ２５ ２０４ ４１ ８ ３ １３ ２ ２ ７

２１ ５／１８～ ３３ ２ ８ ２４ ２０５ ２２ １ １ １４ １ １ ２

２２ ５／２５～ ９ １ ７ ２３ １６７ ３３ ７ １７ １１

２３ ６／１～ ４ ２ ５ ３２ １２２ ２０ ９ １６ ５ ７ １

２４ ６／８～ ７ １ ５ ３２ １２７ ３２ ８ １ ２１ １ ２ ３ １

２５ ６／１５～ ２ ９ ３２ ８３ ３６ １３ ２ １８ ５ １７ １

２６ ６／２２～ ５ ６ ３１ ６６ ２８ １４ １３ １ ７ ３

２７ ６／２９～ ５ ５ １７ ６４ ２０ ９ ２７ ４ １

２８ ７／６～ ５ ６ １７ ５８ １９ ２２ ２ １７ １５ ４

２９ ７／１３～ ６ ８ ２６ ６４ ３３ ３０ １ １４ １１ １０

３０ ７／２０～ ４ ９ ２０ ７３ ２８ １８ １８ ３６ ４

３１ ７／２７～ ６ ７ １７ ７０ ４２ ３７ １９ ３ ３８ １２

３２ ８／３～ １２ ２ １６ ５８ １７ ２７ １２ ２ ２８ １０

３３ ８／１０～ ４０ １ ７ １０ ６０ ３２ ３９ １２ １ ３６ １０

３４ ８／１７～ １０８ １ ３ ４ ６８ ２９ ３８ １２ ２５ １９

３５ ８／２４～ ９０ ４ １ １０ ４６ １６ ２９ １ ５ ４１ １４

３６ ８／３１～ ６６ ４ ６ ５８ １６ ５５ １ ２０ ４９ １７

３７ ９／７～ ３２ １ ９ ６０ ２１ ４７ １ １７ ３３ １６

３８ ９／１４～ ２７ ９ １１ ３２ １４ ２２ １１ １ ２４ １６ １

３９ ９／２１～ ４９ １ ７ ３５ ７ ７ ８ ７ ７

４０ ９／２８～ ６４ １ ７ ５０ ２０ ２ １ １４ １６ １４ ２

４１ １０／５～ １２１ ３ ４ ３９ ８ １２ ６ １８ １５

４２ １０／１２～ ２３０ ９ １０ ３０ １９ １６ １４ ９ １０

４３ １０／１９～ ３１８ ６ １ ５ ５４ １３ ８ １３ ２ １７ １

４４ １０／２６～ ５４５ ２ ２ １２ ３８ ２２ ３ １８ １ １３

４５ １１／２～ ６５６ ３ ４ ４７ １０ ５ １ １９ １ １８

４６ １１／９～ １，１３５ ７ ３ １１ ４７ ３３ ２ １６ １ ８

４７ １１／１６～ １，６０３ １２ ２ ８ ５２ ３２ ８ １３ ４ １４

４８ １１／２３～ １，８４８ ７ １ ７ ４７ ３２ ８ １ ７ １２

４９ １１／３０～ １，８８８ ７ ３ ９ ４３ ３３ ６ １２ １ ８

５０ １２／７～ １，５４４ １７ ２ １３ ４８ ３８ ３ ９ １ １４

５１ １２／１４～ １，１２５ ３６ ４ １２ ９７ ３３ ９ １６

５２ １２／２１～ ７３３ ３９ ７ ５ １２９ ３４ １ ３ ８ ２ ７

５３ １２／２８～ ３２２ ３０ ２ ２ １５１ ２３ ２ １０ ５ １

合計 ２１，９８３ ３９８ ２７６ ９４５ ６，１３７ １，５１３ ５４４ ３４ ６８６ １９ ４２９ ３９９ － ２４
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行（平成２０年／平成２１年）は，平成２０年第４９週（１．０５件／定

点）から流行が始まり，平成２１年第５週（２８．８９件／定点）

にピークを迎え，第８週（１３．５３件／定点）まで漸次減少し

たものの再び増加しはじめ，第１０週（２５．１３件／定点）に２

つ目のピークを形成した。前年と比較すると，１つ目のピー

クの時期，高さはほぼ同じだったが，２つ目のピークがはっ

きりと認められた点が例年と異なっていた。後期流行（平

成２０年／平成２１年）は，新型インフルエンザ（AH１pdm）

の流行によるインフルエンザであったが，流行開始が９月

中旬（第３９週）と例年より早く，１１月下旬（第４９週：４９．６８

件／定点）にピークとなり，その後減少傾向となった。

年齢層別報告数では，４歳以下１６．２％，５～９歳３３．７％，

１０～１４歳２５．２％，１５～１９歳８．４％，２０歳以上１６．３％と，前

年に比べ１０歳代の報告割合が大きく増加したが，これは後

期流行の原因ウイルスである新型インフルエンザ（AH１

pdm）が１０歳代で広く流行したために，相対的に割合が増

加したと考えられる。

� RSウイルス感染症

年間報告数は３９８件であり，前年より２６．６％減少した。

前期流行（平成２０年／平成２１年）は平成２０年第５０週頃より

始まり全国平均より高めで推移したが，春に向かってしだ

いに減少した。後期流行（平成２１年／平成２２年）では，１２

月上旬（第５０週頃）より増加傾向となり流行が始まった。

本年は，昨年流行が見られた夏の終わりから秋にかけての

時期に報告数の増加は見られず，例年と同様に冬期に多く

発生した。

年齢層別報告数では，０歳４６．４％，１歳２９．４％，２歳

１８．０％，３歳以上３．７％であり，０歳の報告が最も多く，２

歳以下が約９割を占めており，乳幼児に多発する傾向が見

られた。

� 咽頭結膜熱

年間報告数は２７６件であり前年と比べ５６．４％減少した。

過去５年間では平成１９年に次いで少ない報告数であった。

本疾患は４月頃から増加しはじめ７～８月にピークを示

し，秋と春にも小さなピ－クが見られたり小規模な流行が

続いたりすることもあるとされる。本年は，前年の秋から

の流行を受けはじまったが，０．３件／定点を増減しながら推

移し，前年に見られた夏の大きな流行は見られなかった。

９月以降も報告数の少ない状態で推移し，０．２件／定点以下

で経過した。

年齢層別報告数では，１歳以下２７．１％，２～３歳２８．９％，

４～５歳２２．１％，６～７歳１５．２％，８歳以上６．５％であり，５

歳以下が約８割を占めた。

� A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

年間報告数は９４５件あり，前年と比べ３５．１％減少し，過

去５年間では最も少ない報告数であった。本疾患は冬季お

よび春から初夏にかけて報告数が増加するとされ，本県で

もその傾向が見られたが，昨年より低い水準で推移した。

また，全国平均と比較しても１年を通じて報告数は下回っ

ていた。

いずれの年齢層でも報告されているが学童期の小児に最

も多いとされており，年齢層別報告数は２～３歳で

１７．９％，４～５歳３４．７％，６～７歳２２．３％，８～９歳

９．６％，１０～１４歳８．１％と本県においても同様の傾向が見ら

れた。

� 感染性胃腸炎

年間報告数は６，１３７件あり，前年に比べ２０．５％減少した。

過去５年間では，平成１７年に次いで少ない報告数であっ

た。本疾患は，初冬から増加し始め１２月頃に一度ピークが

できた後，春にもう一つなだらかなピークができ，その後，

夏から秋に向けて緩やかに減少するとされる。本年の前期

流行は，前年１１月（第４７週頃）から始まったが報告数が１０

件／定点を超える週がほとんどなく経過した。そして３月

下旬（第１３週頃）からやや増加し，第１６週（１１．２６件／定点）

をピークとした後減少し，６月下旬～１２月上旬にかけては

報告数が２件／定点前後で推移した。後期流行では，前年

は１１月に入り増加しはじめたが，本年は１２月中旬（第５１週

頃）になり報告数が増加しはじめ越年した。

年齢層別報告数は，０～１歳２８．１％，２～３歳２５．０％，

４～５歳１６．２％，６～７歳９．８％であり，乳幼児が多く，

この傾向は前年および全国平均と同様であった。

� 水痘

年間報告数は１，５１３件であり，前年と比べ２３．９％減少し，

過去５年間では平成１９年に次いで少ない報告数となった。

本疾患は年間を通して発生するが，主に冬から春に流行し

夏から初秋に減少するとされる。本年の前半は昨年より低

く推移したが，前年晩秋から冬季の流行に継いだ本年前期

の流行は，１．５件／定点前後を増減しながら推移した後９月

に入り減少しはじめ，以後低位で推移したが，冬季の流行

にかけて報告数は増加した。

年齢層別報告数は，２～３歳が３８．９％と多く，次いで４

～５歳２５．９％，０～１歳２４．４％となり７歳以下の報告が大

部分を占め，前年および全国平均と同様の傾向であった。

� 手足口病

年間報告数は５４４件あり，前年と比べ４３．３％減少した。

過去５年間では平成１９年に次いで少ない年であった。本年

の発生状況は，５月上旬（第１９週）頃より報告数がゆるや

かに増加し９月上旬（第３６週：２．３９件／定点）にピークを

示した後減少した。本年の流行ピークは前年のピーク（第

２６週：３．７４件／定点）と比較すると，約１０週遅くピークの
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高さも低かった。

年齢層別報告数では，３歳以下からの報告が約７５％と多

くを占め，５歳以下では全体の９７％となり，前年および全

国平均と同様の傾向が見られた。

� 伝染性紅斑

年間報告数は３４件あり，前年と比べ４４．３％減少した。過

去５年間では最も少ない報告数であり，大きな流行は見ら

れなかった。本疾患は年始から７月上旬にかけて増加し，

第３０週頃ピークを示した後，減少するとされている。本年

は，年間を通じて定点あたり報告数が０．２５件以下で増減

し，前年に続き流行は見られなかった。

年齢層別報告数では，９歳以下の報告が全体の約９７％を

占めた。

� 突発性発しん

年間報告数は６８６件あり，前年と比べ１３．７％減少した。

過去５年間は６８０件～８５０件で推移しており，各年の報告数

の差はあまりない。本疾患は季節性が認められない感染症

であり，年間を通じてほぼ一定の範囲内をスパイク状の増

減を繰り返しながら推移するとされる。本年の推移も，前

年とほぼ同じで季節的変動は見られなかった。

年齢層別報告数では，１歳以下が９５．６％を占めており，

前年および全国平均と同様の傾向であった。

� 百日咳

年間報告数は１９件あり，前年と比べ５４．８％減少した。過

去５年間の報告数では，平成１６年以降増加傾向にあった

が，本年は減少となった。

年齢層別報告数では，１歳以下が５２．６％と最も多く，次

いで１０～１４歳２１．１％，２０歳以上１５．８％であった。前年と比

較すると，２０歳以上の割合が小さくなり，１歳以下，１０～

１４歳の割合が大きくなったが，これは２０歳以上の報告数が

大きく減少したため相対的に影響を受けたと思われる。

� ヘルパンギーナ

年間報告数は４２９件あり，前年と比べ５３．５％減少し，過

去５年間では最も報告数が少なかった。本疾患は，夏季を

中心に主に乳幼児の間で流行するエンテロウイルス感染症

の代表的な疾患であり，本年の流行も７月中旬から９月中

旬にかけて見られ，ピークは９月上旬（第３６週：２．１３件／

定点）であった。前年と比較すると，流行開始およびピー

クとなった時期は約７週間遅くなっており，ピークの高さ

も前年のピーク（第２９週：６．１３件／定点）の約１／３と低

かった。

年齢層別報告数では，１歳以下４２．４％，２～３歳３５．２％，

４～５歳１４．２％，６歳以上８．２％であり，５歳以下が約９

割を占め，前年および全国平均と同様の傾向であった。

� 流行性耳下腺炎

年間報告数は３９９件であり，前年と比べ１４１．８％増加と約

２．４倍の報告数となった。過去５年間は，流行が見られた

平成１７年，１８年の報告数は多かったが，平成１９年，２０年で

は報告数は少なく大きな流行は見られていない。本年は，

第１週～第１９週までは，定点あたり報告数０．１件前後で推

移していたが，その後は，増減しながら増加傾向となり，

定点あたり報告数０．５件前後で推移した。前年と比較する

と７月までほぼ同じ報告数で推移したが，８月以降は前年

を上回った水準で推移した。

年齢層別報告数では，４～５歳が３９．１％と最も多く，次

いで２～３歳２４．６％，６～７歳１６．６％と，２～７歳の報告

数が全体の約８割を占めた。

３ 眼科定点報告対象疾患の動向

� 急性出血性結膜炎

平成２１年は報告がなく，平成１８年以降報告のない状況が

続いている。

� 流行性角結膜炎

年間報告数は２４件であり，前年と比べ３６．８％減少し，過

去５年間で最も少なかった。本年は２月中旬（第８週）に

定点あたり報告数が０．７５件となったが，それ以外の週の定

点あたり報告数は０～０．５件で推移した。

年齢層別報告数では，２０歳以上が８７．５％，４歳以下

８．３％，１５～１９歳４．１％を占めた。

４ 基幹定点報告対象疾患の動向

� 週報告対象疾患

① 細菌性髄膜炎

平成２１年は報告がなかった。過去５年間の報告数は，

年１～２件で推移している。

② 無菌性髄膜炎

平成２１年は報告がなかった。過去５年間の報告数は，

年０～４件で推移している。

③ マイコプラズマ肺炎

年間報告数は６件あり，過去５年間の報告数は，年２～

６件で推移している。本年は，６月，９月，１１月に１～

３件の散発的な報告があった。

年齢別では，５歳未満，１０歳代，３０歳代，４０歳代，７０

歳以上であった。

④ クラミジア肺炎

平成２１年の報告はなく，過去５年間においても報告は

ない。

� 月報告対象疾患（表３）

① メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

年間報告数は３７８件（男性２３７件，女性１４１件）あり，

前年に比べ５．０％増加した。
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年齢別では５０歳以上からの報告が多く，７０歳以上の年

齢層からの報告数が２６９件と全体の約７割を占めた。

② ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

年間報告数は１１件（男性９件，女性２件）あり，前年

と比べ２６．７％減少した。

年齢別では１０歳未満が４件，７０歳以上が３件であり，

昨年と同様の傾向であった。

③ 薬剤耐性緑膿菌感染症

年間報告数は７件（男性６件，女性１件）あり，前年

（３件）より増加した。

年齢層はすべて６０歳以上であった。

５ 性感染症定点報告対象疾患の動向（表４）

� 性器クラミジア感染症

性感染症全体の半数を占め，平成１７年以降増加傾向と

なっていたが，本年の年間報告数は１４５件（男性１２６件，

女性１９件）と前年より減少した。

年齢別報告数では，２５～２９歳の年齢層の報告数が最も

多く，２０，３０歳代の報告が全体の７５％を占めているが，１０

代前半からの報告もあった。中学生の段階から性感染症

の予防教育や若年者の症状出現時に適切な受診行動につ

ながるような，相談，検査体制の構築が重要である。

� 性器ヘルペスウイルス感染症

年間報告数は７７件（男性５６件，女性２１件）であり，前

年に比べ１１．５％減少した。

１５歳以上のすべての年齢層で報告があるが，２０～３９歳

で全体の半数を占めた。また，６０歳以上の報告数が２１件

あり他の性感染症と比較してこの年代に占める割合が多

いが，高齢者では潜伏していたウイルスによる再発の可

能性も考えられる。

� 尖形コンジローム

年間報告数は４８件（男性４２件，女性６件）であり，前

年（６３件）に比べ２３．８％減少した。９，１０月の報告数が

少ないが一定の季節変動は見られなかった。

１５歳以上の年齢層で報告があるが，２０歳代が３７．５％を

占め最も多い。

� 淋菌感染症

年間報告数は３７件（男性３５件，女性２件）あり，前年

に比べ２７．５％減少した。季節性は明らかでないが，１

月，９月の報告数が多かった。

年齢別では１５～５４歳で報告があったが，３０歳～３４歳，２０～

２４歳の年齢層からの報告が多かった。

� まとめ
平成２１年の感染症発生動向調査に基づく患者発生状況につ

いて，その動向を検討した。

平成２１年３月，メキシコから始まった新型インフルエンザ

の流行は瞬く間に世界中に拡大し，本県では６月２日に最初

の１例目が報告された。そして８月２６日に定点把握対象感染

症へ変更されるまでに３１０件報告され，年齢は２０代以下の若

年層が約９割を占めた。

そのほかの全数把握疾患では，特筆すべき疾患はなかった。

インフルエンザ定点からの報告数は，新型インフルエンザ

（A／H１pdm）の流行により，年間報告数は前年の約４倍

に増加し，流行状況も２峰性のピークを示すなど例年とは異

なる傾向が見られた。小児科定点報告対象疾患では，流行性

耳下腺炎が前年と比べ約２．４倍の報告数となったが，大きな

表３ 基幹定点（月報）報告対象疾患の月別報告数

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌
感染症

ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

薬剤耐性緑膿菌
感染症

１月 ２４ － －

２月 ２３ － １

３月 ４２ ３ １

４月 ２９ １ －

５月 ３４ － －

６月 ２９ － －

７月 ３４ － １

８月 ３６ １ １

９月 ２３ １ －

１０月 ２８ － １

１１月 ３５ １ ２

１２月 ４１ ４ －

合計 ３７８ １１ ７

前年 ３６５ １５ ３

表４ 性感染症定点報告対象疾患の月別報告数

性器クラミ
ジア感染症

性器ヘルペス
感染症

尖形コンジ
ローマ 淋菌感染症

１月 １０ １ ５ ６

２月 １４ ５ ３ １

３月 ８ ９ ７ －

４月 １６ ７ ４ －

５月 １２ ７ ６ ２

６月 １０ １０ ３ ２

７月 １２ １０ ８ ３

８月 １７ ５ ３ ４

９月 １６ ４ １ １２

１０月 ８ ２ １ ２

１１月 １２ ８ ２ ２

１２月 １０ ９ ５ ３

合計 １４５ ７７ ４８ ３７

前年 １９８ ８７ ６３ ５１
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流行には至らなかった。そのほかの疾患については咽頭結膜

熱，ヘルパンギーナなど一部の地区で小流行が認められたも

のの，ほとんどの疾患で報告数は前年を下回った。

眼科定点報告対象疾患については報告数少なく，急性出血

性結膜炎の報告もなかった。

基幹定点報告対象疾患は前年と比較して大きな変化はみら

れず，週報告対象疾患については報告数は少なく，月報告対

象疾患についてはメチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症の報

告が大半であった。

性感染症定点報告対象疾患は平成１６年以降報告数の増加が

続いていたが，全ての疾患で前年を下回った。しかし依然２０

代，３０代の報告が多く，注意喚起していく必要があると思わ

れる。

今後も引き続きデ－タの集積を行い，来るべき新型インフ

ルエンザの第２波流行や新興・再興感染症の流行など感染症

の発生動向に注意すると共に，適切な情報提供を行いたい。
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